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ご注意書き 

 

１． 本資料に記載されている内容は本資料発行時点のものであり、予告なく変更することがあります。当社製品

のご購入およびご使用にあたりましては、事前に当社営業窓口で最新の情報をご確認いただきますとともに、

当社ホームページなどを通じて公開される情報に常にご注意ください。 
2. 本資料に記載された当社製品および技術情報の使用に関連し発生した第三者の特許権、著作権その他の知的

財産権の侵害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。当社は、本資料に基づき当社または第三者の

特許権、著作権その他の知的財産権を何ら許諾するものではありません。 
3. 当社製品を改造、改変、複製等しないでください。 
4. 本資料に記載された回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報は、半導体製品の動作例、応用例を説

明するものです。お客様の機器の設計において、回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報を使用す

る場合には、お客様の責任において行ってください。これらの使用に起因しお客様または第三者に生じた損

害に関し、当社は、一切その責任を負いません。 
5. 輸出に際しては、「外国為替及び外国貿易法」その他輸出関連法令を遵守し、かかる法令の定めるところに

より必要な手続を行ってください。本資料に記載されている当社製品および技術を大量破壊兵器の開発等の

目的、軍事利用の目的その他軍事用途の目的で使用しないでください。また、当社製品および技術を国内外

の法令および規則により製造・使用・販売を禁止されている機器に使用することができません。 
6. 本資料に記載されている情報は、正確を期すため慎重に作成したものですが、誤りがないことを保証するも

のではありません。万一、本資料に記載されている情報の誤りに起因する損害がお客様に生じた場合におい

ても、当社は、一切その責任を負いません。 
7. 当社は、当社製品の品質水準を「標準水準」、「高品質水準」および「特定水準」に分類しております。また、

各品質水準は、以下に示す用途に製品が使われることを意図しておりますので、当社製品の品質水準をご確

認ください。お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、「特定水準」に分類された用途に当

社製品を使用することができません。また、お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、意図

されていない用途に当社製品を使用することができません。当社の文書による事前の承諾を得ることなく、

「特定水準」に分類された用途または意図されていない用途に当社製品を使用したことによりお客様または

第三者に生じた損害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。なお、当社製品のデータ・シート、デ

ータ・ブック等の資料で特に品質水準の表示がない場合は、標準水準製品であることを表します。 
標準水準： コンピュータ、OA 機器、通信機器、計測機器、AV 機器、家電、工作機械、パーソナル機器、

産業用ロボット 
高品質水準： 輸送機器（自動車、電車、船舶等）、交通用信号機器、防災・防犯装置、各種安全装置、生命

維持を目的として設計されていない医療機器（厚生労働省定義の管理医療機器に相当） 
特定水準： 航空機器、航空宇宙機器、海底中継機器、原子力制御システム、生命維持のための医療機器（生

命維持装置、人体に埋め込み使用するもの、治療行為（患部切り出し等）を行うもの、その他

直接人命に影響を与えるもの）（厚生労働省定義の高度管理医療機器に相当）またはシステム

等 
8. 本資料に記載された当社製品のご使用につき、特に、最大定格、動作電源電圧範囲、放熱特性、実装条件そ

の他諸条件につきましては、当社保証範囲内でご使用ください。当社保証範囲を超えて当社製品をご使用さ

れた場合の故障および事故につきましては、当社は、一切その責任を負いません。 
9. 当社は、当社製品の品質および信頼性の向上に努めておりますが、半導体製品はある確率で故障が発生した

り、使用条件によっては誤動作したりする場合があります。また、当社製品は耐放射線設計については行っ

ておりません。当社製品の故障または誤動作が生じた場合も、人身事故、火災事故、社会的損害などを生じ

させないようお客様の責任において冗長設計、延焼対策設計、誤動作防止設計等の安全設計およびエージン

グ処理等、機器またはシステムとしての出荷保証をお願いいたします。特に、マイコンソフトウェアは、単

独での検証は困難なため、お客様が製造された最終の機器・システムとしての安全検証をお願いいたします。 
10. 当社製品の環境適合性等、詳細につきましては製品個別に必ず当社営業窓口までお問合せください。ご使用

に際しては、特定の物質の含有･使用を規制する RoHS 指令等、適用される環境関連法令を十分調査のうえ、

かかる法令に適合するようご使用ください。お客様がかかる法令を遵守しないことにより生じた損害に関し

て、当社は、一切その責任を負いません。 
11. 本資料の全部または一部を当社の文書による事前の承諾を得ることなく転載または複製することを固くお

断りいたします。 
12. 本資料に関する詳細についてのお問い合わせその他お気付きの点等がございましたら当社営業窓口までご

照会ください。 
 
注 1. 本資料において使用されている「当社」とは、ルネサスエレクトロニクス株式会社およびルネサスエレク

トロニクス株式会社がその総株主の議決権の過半数を直接または間接に保有する会社をいいます。 
注 2. 本資料において使用されている「当社製品」とは、注 1 において定義された当社の開発、製造製品をいい

ます。 
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=====  必ずお読みください  =====

M16C/60,30,Tiny,20,10,R8C/Tinyシリーズ用Cコンパイラパッケージ
V.5.42 Release 00
ガイドブック

(第 1版)

株式会社ルネサス ソリューションズ
2006年11月16日

概要

本資料は M3T-NC30WA を導入する際の手引きを説明します。インストール、プロジェクトの作成等、このガイドブックを
ご覧いただきますようお願い申しあげます。

A Cコンパイラパッケージ インストールガイド.............................................................................................................................. 3
A.1 インストールを始める前に ...................................................................................................................................................... 3
A.2 必要なシステム構成.................................................................................................................................................................. 3
A.3 インストール手順...................................................................................................................................................................... 3
初めてインストールする場合........................................................................................................................................................... 4
既に旧バージョンをインストール済みの場合（ただし、アンインストールしていない場合）............................................16

A.4 プログラムの削除....................................................................................................................................................................17
A.5 プログラムの起動または終了.................................................................................................................................................18
統合開発環境の起動と終了.............................................................................................................................................................18
Manual Navigatorの起動..............................................................................................................................................................18
オンラインマニュアルおよび添付資料の参照..............................................................................................................................18

A.6 DOSプロンプトおよびコマンドプロンプト上でコンパイラを使用する場合の設定.....................................................18
A.7 DOSプロンプトでコンパイラ、アセンブラ、リンケージエディタを使用する場合の環境変数..................................18

B Cコンパイラパッケージ V.5.42 Release 00への移行ガイド....................................................................................................19
B.1 旧バージョンからV.5.42 Release 00へ移行する場合及びルネサス社製リアルタイムOSと組み合わせて使用する場
合のポイント.........................................................................................................................................................................................19
スタートアップファイルの変更.....................................................................................................................................................19
size_t,ptrdiff_tのサイズ変更 .........................................................................................................................................................21
割り込みベクタテーブル.................................................................................................................................................................24

B.2 V.5.42 Release 00を使用して新規プロジェクトを作成する場合のポイント..................................................................24
CPUの選択 ......................................................................................................................................................................................24
CPU　Groupに記載のないマイコンで新規ワークスペースを作成する場合 .........................................................................24
アセンブラ記述スタートアップを使用する場合..........................................................................................................................28

C TM→High-performance Embedded Workshop V.4移行の手引き..........................................................................................29
C.1 概要 ...........................................................................................................................................................................................29
C.2 変換手順....................................................................................................................................................................................29
C.3 注意事項....................................................................................................................................................................................31
移行できる情報、できない情報.....................................................................................................................................................31
クロスツール ....................................................................................................................................................................................31
High-performance Embedded Workshopのバージョン...........................................................................................................31
ロードモジュールコンバータ.........................................................................................................................................................32
外部ツール ........................................................................................................................................................................................33
リンク順序 ........................................................................................................................................................................................36
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A Cコンパイラパッケージ インストールガイド

A.1 インストールを始める前に

インストールを始める前に次の内容をご確認ください。

 本製品の「使用権許諾契約書」、「リリースノート」などをよくお読みください。製品をインストールした場
合は、契約書の記載内容に同意されたものとみなします。

 製品のインストールは専用のインストーラを使用してください。
 インストールの途中でライセンス IDを入力する必要があります。インストールを始める前にライセンス ID
を確認してください。

A.2 必要なシステム構成

 ホストコンピュータ：IBM 1PC互換機
 搭載CPU の種類：Pentium 4(もしくは、Pentium M)以上を推奨
 OS：Windows®98,Windows®Me,Windows NT® 4.0,Windows®2000,またはWindows®XP
 メモリ容量：512MB以上を推奨
 ハードディスク容量：空き容量200MB以上
 ディスプレイ：SVGA以上
 I/O装置：CD-ROMドライブ
 その他：マウス等のポインティングデバイス

A.3 インストール手順

CDドライブにCコンパイラパッケージのCD-ROMを挿入すると、「High-performance Embedded Workshopイン
ストールマネージャ」が自動的に起動します。「High-performance Embedded Workshopインストールマネージャ」
の表示に従ってCコンパイラパッケージをインストールしてください。
「High-performance Embedded Workshop インストールマネージャ」が自動的に起動しない場合は、CD-ROM の

「HewInstMan.exe」を実行してください。

  

D:¥> HewInstMan.exe 
 
ドライブ名D:は、ご使用のPC毎に異なります。 

なお、「High-performance Embedded Workshopインストールマネージャ」を起動する際は、あらかじめ他のアプリ
ケーションを終了させておいてください。

 注意
[1] 統合開発環境High-performance Embedded Workshop V.4.01は、V.1.xのインストール先ディレクトリと
は異なるディレクトリにインストールしてください。

[2] 統合開発環境High-performance Embedded Workshop V.1.0xで作成したプロジェクトは、そのままの状態
では V.4.01 で使用することはできません。V.1.0x で作成したプロジェクトを V.4.01 で使用する場合は、プ
ロジェクトを一度V.1.1x用に変換してください(V.1.1上でプロジェクトをオープンし、その後セーブします)。

                                                     
1 IBMは、International Business Machines Corporationの登録商標です。 Windows®、Windows NT®は、米国Microsoft Corporation の米国およびその他
の国における登録商標です。 その他、記載されている製品名は各社の商標または登録商標です。
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次に C コンパイラパッケージを新規にインストールする場合の手順を「High-performance Embedded Workshop Install
Manager」起動後から説明します。

初めてインストールする場合

(1) 新規インストール時、または「High-performance Embedded Workshopインストールマネージャ」の「はじめに
お読みください」を押すことにより画面上に表示される「インストールマネージャ ヘルプ」をお読みください。

(2) 「インストールを開始する」を押します。
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(3) ユーザ情報を入力し、「保存」を押します。

(4) 「High-performance Embedded Workshopを初めてインストールする」を選択し、「次へ」を押します。
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(5) High-performance Embedded Workshopのインストール先のフォルダを確認し、「次へ」を押します。

(6) 「インストール」を押します。

 インストーラは、全てチェック済みの状態で起動します。ご購入されていないコンパイラパッケージのチェック
をはずしてください。

“M16C/60,30,Tiny,20,10,R8C/Tiny シリーズ用 C コンパイラパッケージ”と“M16C/70,80,M32C/80,90 シリー
ズ用 C コンパイラパッケージ”の両方をチェックしている場合は、最初に“M16C/60,30,Tiny,20,10,R8C/Tiny
シリーズ用Cコンパイラパッケージ”のインストールを行います。
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(7) 「はい」を押します。

(8) 「日本語」を選択し、「次へ」を押します。

 本Wizardが表示されるのは、初めてコンパイラパッケージをインストールする場合のみです。
既に旧バージョン等がインストールされている場合は、表示されません。

(9) 「次へ」を押します。
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(10) 「ソフトウェア使用権許諾契約書」を熟読の上、「はい」を押します。

(11) ライセンス ID証書に記載されているライセンス IDを入力し、「次へ」を押します。
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(12) Cコンパイラのインストール先のフォルダを確認し、「次へ」を押します。

 ディレクトリを変更する場合は、「参照(R)…」をクリックして変更してください。
※全角文字のないディレクトリパスにインストールしてください。

※Hitachi Integration Manager または Hitachi Embedded Workshopと同じディレクトリにインストールし
ないでください。

 最新の注意事項は以下のURLを参照してください。
http://tool-support.renesas.com/jpn/toolnews/hew

(13) 「次へ」を押します。
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(14) 「サポート情報ツールを起動する。」をチェックし、「完了」を押します。

(15) 「ルネサス開発環境 ユーザサポート情報」に表示されている内容を確認後、「ユーザ登録用紙のファイルを作成」
を押します。内容を訂正する場合は、「ユーザ情報変更」を押し、訂正します。
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(16) 任意の場所にユーザ登録用紙のファイル(registration.txt)を作成し、「保存」を押します。

(17) 「サポート連絡書のファイルを作成」を押します。
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(18) 任意の場所にサポート連絡書のファイル(support.txt)を作成し、「保存」を押します。

(19) 「閉じる」を押します。
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(20) 「日本語」を選択し、「OK」を押します。

(21) 「次へ」を押します。

(22) 「AutoUpdate Utilityをスタートアップフォルダへ登録する」をチェックし、「次へ」を押します。
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(23) 「インストール」を押します。

(24) 「完了」を押します。
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(25) 「終了」を押し、「High-performance Embedded Workshop インストールマネージャ」を終了します。

既に旧バージョンをインストール済みの場合（ただし、アンインストールしていない場合）

(1)インストール方式を選択する。

　　　･既にインストールされている旧バージョンのHEWと共存させる必要のない場合は、
アクティブなHigh-performance Embedded Workshop環境にインストールする

　　　　を選択する。

　　　･既にインストールされている旧バージョンのHEWと共存させる場合は、
別のディレクトリにHigh-performance Embedded Workshopをインストールする
を選択する。

「次へ」を押します。
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(2)既存の環境を確認する。

「次へ」を押します。

(3) 「はい」を押します。

(4)　“はじめてインストールする場合”の(9)以降を実行する。

A.4 プログラムの削除

インストールしたプログラムは以下の手順で削除します。削除は、実行中のアプリケーションをあらかじめ終了させ

てから実行してください。

(1) Windows®スタートメニューの[コントロールパネル]をクリックします。
(2) [プログラムの追加と削除]アイコンをダブルクリックします。
(3) [プログラムの変更と削除]タブから[High-performance Embedded Workshop]をクリックし、[削除]ボタンを
クリックします。

(4) 画面に表示される指示に従います。

　　　なお、[プログラムの追加と削除]では、コンパイラのみのアンインストールをすることはできません。コンパイラのみ
をアンインストールする場合は、High-performance Embedded Workshopの機能を用いて行ってください。
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A.5 プログラムの起動または終了

統合開発環境の起動と終了

 起動：Windows®スタートメニューの[プログラム]の中にある[Renesas]メニューの[High-performance Embedded
Workshop]メニュー内の[High-performance Embedded Workshop]をクリックします。

 終了：[ファイル]メニューの[アプリケーションの終了]をクリックします。

Manual Navigatorの起動

 起動：Windows®スタートメニューの[プログラム]の中にある[Renesas]メニューの[High-performance Embedded
Workshop]メニュー内の[Manual Navigator]をクリックします。

 終了：[ファイル]メニューの[アプリケーションの終了]をクリックします。

オンラインマニュアルおよび添付資料の参照

Manual NavigatorのNavigatorウィンドウでマニュアルを選んで表示してください。

A.

コ

コ

A.

ア

示

[注１]Manual Navigatorでマニュアルを表示するためには、Adobe Readerが必要です。
[注２]Manual Navigatorにマニュアルを登録した後、マニュアルのフォルダを移すと、マニュアルを表
できなくなります。
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AdobeおよびReaderはアドビシステムズ社の商標または登録商標です。

6 DOSプロンプトおよびコマンドプロンプト上でコンパイラを使用する場合の設定

ンパイラの環境変数は、コンパイラのインストールディレクトリにある setnc30.batに設定されています。
ンパイラをDOSプロンプトおよびコマンドプロンプト上で使用する場合は、setnc30.batを実行してください。

7 DOSプロンプトでコンパイラ、アセンブラ、リンケージエディタを使用する場合の環境変数

環境変数 用途

BIN30 コンパイラのロードモジュール(*.exeなど)を格納したディレクトリを指定します。
INC30 コンパイラの標準インクルードファイル格納ディレクトリを指定します。

LIB30 コンパイラの標準ライブラリファイル格納ディレクトリを指定します。

TMP30 コンパイラがテンポラリファイルを作成するディレクトリを指定します。

path 実行ファイル(*.exe)の格納ディレクトリを指定します。
クセス権のあるディレクトリを指定してください。

 設定例
 set path=C:¥Renesas¥NC30WA¥VxxxRxx¥bin;%path% 

set BIN30= C:¥Renesas¥NC30WA¥VxxxRxx¥bin 
set LIB30= C:¥Renesas¥NC30WA¥VxxxRxx¥lib30 
set INC30= C:¥Renesas¥NC30WA¥VxxxRxx¥inc30 
set TMP30= C:¥Renesas¥NC30WA¥VxxxRxx¥tmp 
 
xxxは、インストールするコンパイラのバージョンにより異なります。 
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B Cコンパイラパッケージ V.5.42 Release 00への移行ガイド

本章では、従来バージョンのコンパイラを使用して作成したプロジェクトをV.5.42 Release 00(へ移行する際
の注意事項及びV.5.42 Release 00で新たにプロジェクトを作成する場合のポイントを説明します。

B.1 旧バージョンから V.5.42 Release 00へ移行する場合及びルネサス社製リアルタイムOSと組み合わ

せて使用する場合のポイント

スタートアップファイルの変更

・_init( )関数
V.5.40 Release 00(A)からライブラリ関数 init( )の名称を_init( )へ変更しています。
そのため、そのままビルドを行うとリンク時に　'_init' value is undefined　が発生する場合があります。
エラーが発生するのは、

・ V.5.40Release00以前のバージョンでプロジェクト作成を行った際に、①の選択を有効にする
・ ncrt0.a30を直接変更して、init関数の呼び出しを有効にしている
場合です。

本エラーが発生した場合は、ncrt0.a30の以下の部分を変更してください。

【コンパイラ付属のスタートアップファイル(ncrt0.a30)を使用されている場合】

 ;=======================================================
 ; Initialize standard I/O
 ;---------------------------------------------------------------------
 .if __STANDARD_IO__ == 1

 .glb _init
 .call _init,G
 jsr.a _init

 .endif

①

変更前

変更後
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;=======================================================
; Initialize standard I/O
;---------------------------------------------------------------------
.if __STANDARD_IO__ == 1

 .glb __init
 .call __init,G
 jsr.a __init

.endif
;--------------------------------------------------------------------

※ NC30WAをお使いの場合は、.if～.endif によりM16C用の処理とR8C/Tiny用の処理を分けています。
修正する際にはご使用頂いているマイコン側の記述を修正してください。

もし、修正後エラーが解消できない場合は、M16C 用と R8C 用での修正箇所を間違えている事が考えら
れますので再度確認してください。

【リアルタイムOS付属のスタートアップファイル(crt0mr.a30)を使用されている場合】

○M3T-MR308の場合

; +-----------------------------------------------------+
; |  User Initial Routine ( if there are )           |
; +-----------------------------------------------------+
; Initialize standard I/O

.GLB _init
JSR.A _init

; +-----------------------------------------------------+
; |  User Initial Routine ( if there are )           |
; +-----------------------------------------------------+
; Initialize standard I/O

.GLB __init
JSR.A __init

;------------------------------------------------------

○M3T-MR30の場合
※最新バージョン(V.3.30 Release 2)を含むいくつかのバージョンでは下記ジャンプ処理はコメントアウトさ
れています。

;====================================================================
; Initialize standard I/O
;---------------------------------------------------------------------

.glb _init
jsr.a _init

  
;====================================================================
; Initialize standard I/O
;---------------------------------------------------------------------

変更前

変更後

変更前

変更後
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.glb __init
jsr.a __init

size_t,ptrdiff_tのサイズ変更

V.5.40 Release00より size_tとptrdiff_tのサイズを16ビットから32ビットへ変更しています。
V.5.30 Release02以前のバージョンで作成した size_t及び ptrdiff_t型を使用したユーザライブラリを利用する
場合など size_t,ptrdiff_tを16bitで使用する必要がある場合は、以下の設定を行ってください。
・ コンパイルオプション-fsizet_16 (-fS16),-fptrdiff_t (-fP16)を設定する。
・ リンクするライブラリを

NC30WAの場合: nc30lib.libからnc30s16.lib , r8clib.libから r8cs16.lib
NC308WAの場合:nc308lib.libからnc308_16.lib , nc382lib.libからnc382_16.lib

　　へそれぞれ変更する。

[HEW上での設定手順]
コンパイルオプション-fsizet_16 (-fS16),-fptrdiff_t (-fP16)を設定する。
HEWの[ビルド]→[Renesas M16C Standard Toolchain…]→Cタブを選択する。

① Category:でOthersを選択
② User-defined options:に–fsize_t16 (もしくは、-fS16),-fptrdiff_t16(もしくは、-fP16)を入力

リンクするライブラリを変更する。

HEWの[ビルド]→[Renesas M16C Standard Toolchain…]→Linkタブを選択する。

①

②
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③

Category: Input
Show Entries For : Library files
を選択する

④Removeボタンを押して一旦nc30lib.libを削除する。
R8Cの場合は、r8clib.lib
M16C/80の場合は、nc308lib.lib
M32C/80の場合は、nc382lib.lib

⑤Addボタンを押して、[Library file]を選択する。

③

④

⑤
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⑥sise_t,ptrdiff_tのサイズが16ビット用のライブラリ名を入力する。
M16Cの場合：nc30s16.lib
R8Cの場合　：r8cs16.lib
M16C/80の場合：nc308_16.lib
M32C/80の場合：nc382_16.lib

OKボタンを押して終了する。

【リアルタイムOSのコンフィグレータにより生成したmakefileを使用している場合】

○M3T-MR308の場合
makefile内の以下の部分を修正してください。
以下は、nc308_16.libをリンク対象とする場合です。

# Use the following macro when you use C-libraries for M32C/80 series.
#NEWLIB       = -l nc382lib

# Use the following macro when you use C-libraries for M32C/80 series.
#NEWLIB       = -l nc308_16.lib

○M3T-MR30の場合
makefile内の"LIBS"マクロは、コンフィグレータによって"nc30lib.lib"に書き換わるため、"LIBS"マクロの修正によ
って対応することは出来ません。

このため、"$(LINKLST)"生成時の処理を修正することによって対応します。
makefile内の以下の部分を修正してください。

$(LINKLST): makefile
@mrecho "-o $(PROGRAM)" $(LINKLST)
@mrecho -a "-ld $(LIB30)" $(LINKLST)
@mrecho -a "-l $(LIBS)" $(LINKLST)

$(LINKLST): makefile
@mrecho "-o $(PROGRAM)" $(LINKLST)
@mrecho -a "-ld $(LIB30)" $(LINKLST)
@mrecho -a "-l nc30s16.lib -l $(LIBS)" $(LINKLST)

⑥

修正前

修正後

修正前

修正後
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割り込みベクタテーブル

　V.5.40 Release 00から割り込み関数をベクタ番号指定して宣言すると、自動的にベクタテーブルを生成します。
　V.5.40 Release00以前のバージョンでは、オプション-fmake_vector_table(-fMVT)の指定が必要でしたが、不要にな
りました。

プロジェクトを移行すると、このオプションは引き継ぎません。

そのためビルドを行うと、リンク時に”Can’t generate automatically the variable interrupt vector table.”が発生しま
す。

本エラーが発生した場合には、B.2.3 の方法で sect30.incを修正してください。

B.2 V.5.42 Release 00を使用して新規プロジェクトを作成する場合のポイント

CPUの選択

新規プロジェクト作成時にCPU Groupでマイコンの機種を選択することができます。
マイコン機種選択で有効となるのは、

・ sfrヘッダファイルの登録
・ 可変ベクタ割り込みエントリ関数登録ファイル（intprg.c）のワークスペースへの登録
・ リンクアドレスの設定

になります。

CPU　Groupに記載のないマイコンで新規ワークスペースを作成する場合

○R8C/Tiny Seriesの場合

(1) CPU SeriesからR8C/Tinyを選択する。
(2) CPU GroupからOtherを選択する。

　更に、使用する機種のROM空間が64Kバイト境界を越える場合は、以下の処理を行ってください。
(3)コンパイルオプション-R8Cを-R8CEへ変更
(4)リンクするライブラリを r8clib.libからnc30lib.libへ変更

コンパイルオプション-R8Cを-R8CEへ変更
HEWの[ビルド]→[Renesas M16C Standard Toolchain…]→CPUタブを選択する。
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①CPU Type:のプルタブメニューからGenerates code for R8C/Tiny(R8C/2X) seriesを選択してください。

リンクするライブラリを r8clib.libからnc30lib.libへ変更
HEWの[ビルド]→[Renesas M16C Standard Toolchain…]→Linkタブを選択する。

②

Category: Input
Show Entries For : Library files
を選択する

③Removeボタンを押して一旦 r8clib.libを削除する。

①

②

③
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④Addボタンを押して、[Library file]を選択する。

⑤nc30lib.libを入力し、OKボタンを押して終了する。

○R8C/Tiny以外のマイコンを使用して新規ワークスペースを作成する場合

(1)CPU Seriesから該当するCPUシリーズを選択する。
(2)CPU GroupからOtherを選択する。

④

⑤

さ

上記それぞれの処理以外に、以下の事に注意する必要があります。

・ ｓｆｒヘッダファイルは登録されません。

使用されるマイコンに対応した sfrファイルヘッダをWEBから入手するかもしくは、
必要とする場合は、作成してください。

・ セクションオーダーが正確ではありません。

使用されるマイコンの ROM/RAM 空間に応じてセクションの各アドレスを変更してくだ

い。

・ 可変ベクタ割り込みエントリ関数(intprg.c)が登録されません。
- 26 / 33-
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① Category:　Section Orderを選択
② Editボタンを押す

③ 修正するアドレスを選択

④ Modifyボタンを押す

⑤適切なアドレスへ変更する。

②

①

③

④

⑤
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アセンブラ記述スタートアップを使用する場合

C 言語スタートアッププログラムを使用せずに、アセンブラ記述スタートアップ ncrt0.a30 , sect30.inc,nc_define.h
を使用してプロジェクトを作成する場合、下記に該当する場合には修正が必要です。

・割り込み関数宣言時にベクタ番号指定を行っていない。

修正内容

;---------------------------------------------------------------
; variable vector section
;---------------------------------------------------------------

.section vector,ROMDATA

.org __VECTOR_ADR__
.if  0                                                          .if  0を削除して.lwordを有効にする。

.lword dummy_int ; vector 0 (BRK)

.lword dummy_int ; vector 1
………
.lword dummy_int ; vector 63

.endif　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.endifを削除する



RJJ10J1833-0100

- 29 / 33-

C TM→High-performance Embedded Workshop V.4移行の手引き

本資料は、TM V.2.xx、V.3.xxで作成したプロジェクトをHigh-performance Embedded Workshop V.4環境へ移行す
るための情報を説明します。

なお、本移行の手引きについては、今後 High-performance Embedded Workshop のバージョンアップ等に伴い、記
載内容が異なる事が考えられます。

最新の情報につきましては、ルネサス開発環境HomePage内のFAQサイトをご覧ください。

C.1 概要

TM V.2.xx、V.3.xx で作成したプロジェクトを High-performance Embedded Workshop V.4 環境へ移行するには、
High-performance Embedded Workshopの Import Makefile機能を使用します。「Import Makefile」は、指定され
たmakefileに書かれているソースファイルやオプション情報からプロジェクトを作成する機能です。
TMのプロジェクトファイルは、GNU makeから実行可能であるmakefileフォーマットで作成されています。「Import
Makefile」にて、TM のプロジェクトファイルを makefile として指定することで、TM のプロジェクトを High-
performance Embedded Workshopのプロジェクトへ変換することができます。「Import Makefile」では、TMのプ
ロジェクトファイル以外に hmake、nmake、gmake 用の makefile フォーマットのファイルを High-performance
Embedded Workshopのプロジェクトに変換することができます。

C.2 変換手順

以下に、TMのプロジェクトをHigh-performance Embedded Workshopのプロジェクトへ移行する手順を示します。
    1. メニュー［ファイル］→［新規ワークスペース］をクリックします。
    2. 新規プロジェクトワークスペースダイアログボックスが表示されます。

①

②

③

④

⑤

⑥

図 1　新規プロジェクトワークスペース

 CPU種別を選択します。TMのプロジェクトで使用していたCPU種別を選択してください。
 ツールチェインを選択します。ツールチェイン名とクロスツール名の対応は以下の通りです。TM のプロジェク
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トで使用していたツールチェイン（クロスツール）を選択してください。

表 1　ツールチェイン名とクロスツール名

ツールチェイン名 クロスツール名

Renesas M16C Standard NC30WA
Renesas R8C Standard NC8C
Renesas M32C Standard NC308WA
Renesas M32R Standard CC32R

 プロジェクトタイプから Import Makefileを選択します。
 ディレクトリを指定します。

 ワークスペース名を指定します。ワークスペース名を指定すると自動的に（ワークスペースと同名の）プロジェ

クト名が指定されます。

 OKボタンをクリックします。
  3.  New Project-1/4-Import Makefileウィザードダイアログボックスが表示されます。

①

②

③

④

図 2　New Project-1/4-Import Makefile

 「Import options」をチェックします。
この項目をチェックすると、ビルド（コンパイラ、アセンブラetc）オプション情報がHigh-performance Embedded
Workshop プロジェクトへ移行されます。チェックをはずすと、オプション情報は無視されます（High-
performance Embedded Workshopプロジェクトへ移行されません）。

 Makefile pathにTMのプロジェクトファイル（拡張子が tmk）を指定します。
Makefile path にファイルが指定されるとすぐに指定ファイルの解析作業が行われます。解析が終了すると解析
したソースファイルがSource filesツリーに表示されます。
「Start」ボタンはクリックすると、再度、指定ファイルの解析作業が行われます。

 解析結果（Source filesツリー）に誤りがある場合は、Add…、RemoveボタンからSource filesツリーを編集し
てください。

 Nextボタンをクリックします。
 4.  以降はダイアログボックスの指示に従って作業を進めてください。
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C.3 注意事項

移行できる情報、できない情報

TMのプロジェクトをHigh-performance Embedded Workshop環境へ移行する場合、TMのプロジェクトの全構成
を移行できるわけではありません。移行できる情報は、以下の通りです。

 アセンブラソースファイルパス

 C言語ソースファイルパス
 アセンブラオプション

 Cコンパイラオプション
 リンカオプション（リンク順序を除く）

その他の情報は High-performance Embedded Workshop 環境へ移行することができません。移行できない情報は、
「Import Makefile」の処理終了後、これ以降に示す注意事項の通りにHigh-performance Embedded Workshopプロ
ジェクトを編集してください。

クロスツール

「Import Makefile」では、クロスツールのバージョンをHigh-performance Embedded Workshopプロジェクトへ移
行することができません。よって、TM のプロジェクトで使用していたクロスツールのバージョンにかかわらず、

High-performance Embedded Workshopプロジェクト移行後に使用可能なクロスツールのバージョンは以下のものに
なります。

NC30WA ： V.5.20 Release1、V.5.30 Release1、V.5.30 Release 02
NC8C ： V.5.30 Release1
NC308WA ： V.5.20 Release1
CC32R ： V.4.20 Release1、V.4.20 Release1A、V.4.30 Release 00(A)

2005年2月現在

High-performance Embedded Workshopのバージョン

TM のプロジェクトを High-performance Embedded Workshop 環境へ移行する場合、移行先の High-performance
Embedded Workshop のバージョンにより移行できる情報が異なります。High-performance Embedded Workshop
のバージョンによる移行可能情報は以下の通りです。

表 2　High-performance Embedded Workshopバージョン毎の移行可能情報

High-
performance
Embedded
Workshop
~V.3.01.02 V.3.01.04 V.3.01.05 V.3.01.06 V.4.00

NC30WA V.5.20 Release1 △ △ △ △ ○

V.5.30 Release1 △ △ △ △ ○

V.5.30 Release 02 --- --- --- --- ○

NC8C V.5.30 Release1 △ △ △ △ △

NC308WA V.5.20 Release1 △ △ △ △ △

CC32R V.4.20 Release1 △ △ △ ▲ ▲

V.4.20 Release1A △ △ △ ▲ ▲

V.4.30 Release 00(A) ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

○：アセンブラソースファイル、C言語ソースファイルおよびアセンブラ、Cコンパイラ、リンカのオプション移行可能
▲：アセンブラソースファイル、C言語ソースファイルおよびアセンブラ、Cコンパイラのオプション移行可能
△ ：アセンブラソースファイル、C言語ソースファイルのみ移行可能

High-performance Embedded Workshop4がバンドルされたコンパイラ製品から順次○になります。
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ロードモジュールコンバータ

「Import Makefile」では、ロードモジュールコンバータの情報（コマンド実行、オプション情報）をHigh-performance
Embedded Workshop プロジェクトへ移行することができません。TM のプロジェクトでロードモジュールコンバー

タを使用していた場合は、「Import Makefile」の処理終了後、以下の手順でロードモジュールコンバータの設定を行
ってください。

1. メニュー［ビルド］→［ビルドフェーズ］をクリックします。
2. ビルドフェーズダイアログボックスが表示されます。

①

②

図 3　ビルドフェーズダイアログボックス

 Mxxx Load Module Converterをチェックします。
 OKボタンをクリックします。

3.  メニュー［ビルド］→［Renesas Mxxx Standard Toolchain…］をクリックします。
4.  Renesas Mxxx Standard Toolchainダイアログボックスが表示されます。

①

②

③

図 4　Renesas Mxxx Standard Toolchainダイアログボックス

 Lmcタブをクリックします。
 Categoryを変更してオプションを指定します。
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 OKボタンをクリックします。

外部ツール

「Import Makefile」では、アセンブラ、Cコンパイラ、リンカ以外のツールの情報（コマンド実行、オプション情報、
依存関係）をHigh-performance Embedded Workshopプロジェクトへ移行することができません。TMのプロジェ
クトで、アセンブラ、Cコンパイラ、リンカおよびロードモジュールコンバータ以外のツールを使用していた場合は、
High-performance Embedded Workshopのカスタムビルドフェーズを作成していただく必要があります。カスタムビ
ルドフェーズは、標準のビルド実行（アセンブラ、C コンパイラ、リンカ）の前後または途中に外部ツールを実行す
るための独自のビルドフェーズです。

カスタムビルドフェーズ作成手順についての詳細は、High-performance Embedded Workshop4ユーザーズマニュア
ル「3.2 カスタムビルドフェーズを作成する」をご覧ください。
ここでは、例としてクロスツールにバンドルされているxrf30を登録する方法を示します。

1. メニュー［ビルド］→［ビルドフェーズ］をクリックします。
2. ビルドフェーズダイアログボックスが表示されます。追加ボタンをクリックします。

①

図 5　ビルドフェーズダイアログボックス

3.  新規ビルドフェーズダイアログボックスが表示されます。ウィザードに従ってツールを登録します。

①

図 6　新規ビルドフェーズ-1/4ステップ

 ［1/4ステップ］次へボタンをクリックします。
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②

③

④

図 7　新規ビルドフェーズ-2/4ステップ

 ［2/4ステップ］複数フェーズを選択します。
 ［2/4ステップ］入力ファイルの選択からAssembly source fileを選択します。
 ［2/4ステップ］次へボタンをクリックします。

⑥

⑤

図 8　新規ビルドフェーズ-3/4ステップ

 ［3/4ステップ］フェーズ名にxrf30を、コマンドにxrf30のフルパスを指定します。
 ［3/4ステップ］次へボタンをクリックします。

⑦

⑧

⑨

図 9　新規ビルドフェーズ-4/4ステップ
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 ［4/4ステップ］環境変数を指定します。
 ［4/4ステップ］実行中に標準出力を表示するをチェックします。
 ［4/4ステップ］完了ボタンをクリックします。

4.  ビルドフェーズダイアログボックスに戻ります。
   登録したビルドフェーズ（xrf30）がリストの最後に追加されます。

①

②

③

図 10　ビルドフェーズダイアログボックス

 xrf30を選択します。
 上へボタンクリックします。Assemblerの下までxrf30を移動します。
 ファイルのビルド順序タブをクリックします。

④

⑤

図 11　ビルドフェーズダイアログボックス

 xrf30をチェックします。
 OKボタンをクリックします。

5.  メニュー［ビルド］→［xrf30］をクリックします。
6.  xrf30 Optionsダイアログボックスが表示されますので、必要に応じてオプションなどを設定してください。この設定を
行うと、ビルド時のアセンブラ実行後（リンカの実行前）にxrf30がすべてのアセンブラソースファイルに対し実行されるよ
うになります。
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リンク順序

「Import Makefile」では、リンク順序の情報をHigh-performance Embedded Workshopプロジェクトへ移行するこ
とができません。リンク順序は、アルファベット順となります。リンク順序を変更する場合は、以下の手順で設定し

てください。

本機能は、High-performance Embedded Workshop4がバンドルされたコンパイラ製品からの対応となります。
1.  メニュー［ビルド］→［リンク順の指定］をクリックします。
2.  リンク順序のカスタマイズダイアログボックスが表示されます。

①

②

③

図 12　リンク順序のカスタマイズダイアログボックス

 リンク順序のカスタマイズの使用をチェックします。

 リンク順序リストからファイルを選択して、上へまたは下へボタンをクリックします。

 OKボタンをクリックします。

スタートアッププログラムの先頭リンク

「Import Makefile」では、リンク順序の情報をHigh-performance Embedded Workshopプロジェクトへ移行するこ
とができません。リンク順序は、アルファベット順となります。そのためスタートアップが先頭にリンクされないこ

とがあります。スタートアッププログラムを先頭にリンクするには、「3.6 リンク順序」の項の設定を行ってください。
「3.6 リンク順序」に対応していないバージョンのコンパイラは、以下の手順で設定してください。

 1. メニュー「ビルド」→「Renesas XXX Standard Toolchain...」をクリックします。("Renesas XXX Standard
Toolchain"ダイアログボックスが開きます)

 2. 「link」タブをクリックします。
 3.  [Category:]~、「Input」を選択します。
 4. 「Show entries for:」から、「Relocatable files」を選択します。
 5. 「Add」ボタンをクリックします。(「Add Relocatable files」ダイアログボックスが開きます)
 6. 「Relative to:」から、「Configuration directory」を選択します。
 7. 「File path:」にスタートアッププログラム名（例：NC30WAの場合、ncrt0.r30）を入力します。
 8. 「Add Relocatable files」ダイアログボックスの[OK]ボタンをクリックします。
 9. 「Renesas XXX Standard Toolchain」ダイアログの[OK]ボタンをクリックします。


